
高校生のとき、植村直己の著書に

感銘を受け登山家に。世界の山々を

次々と制覇し、1999年、七大陸最高

峰登頂の最年少記録を更新。エベレ

ストや富士山の清掃登山を実施し、

環境問題にも力を注ぐ。

18年間、政党に属さない議員とし

て、またタレント議員として、政治

献金を受けることなく、生活の視点、

弱者の立場から国政に対する意見・

要望を集積し、国会での発言を行う。

国会質疑350回。

「きょうの出来事」のキャスター

として知られているジャーナリスト。

薬害エイズ問題などで大きな成果を

挙げる。近著に『権力の道化』『何が

あっても大丈夫』などがある。

野口　健さん
（登山家）

「富士山から
日本を変える」

櫻
さくら

井
い

よしこさん
（ジャーナリスト）

～権力の道化～
「変革を迫られる日本」

西川きよしさん
（タレント）

「福祉は我が家から」

料金（全席自由）4,000円（３講座通し券）

※１講座だけの購入はできません。
※未就学児の入場はお断りします。

※開催当日、終演後臨時バス（有料）を運行します。

※託児サービスがあります。（未就学児対象、無料）

※彦根市民以外の人も購入できます。

販売窓口・お問い合わせ先 ひこね市文化プラザ

チケットセンター☎27-5200

チケット販売のお知らせ　---４月17日㈰発売開始---
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情報
掲示板

の
で
、
追
納
す
る
と
お
得
で
す
。
た
だ
し
、

２
年
経
過
し
た
期
間
は
当
時
の
保
険
料
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
。

承
認
は
年
度
ご
と

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期
間
は
年
度

ご
と
で
す
。
平
成
16
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
平
成
17
年
度
も
引

き
続
き
学
生
で
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

人
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

新
し
く
で
き
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
全
額
・
半
額
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度

の
適
用
を
受
け
る
に
は
、本
人
だ
け
で
な
く
、

世
帯
主
の
所
得
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
く
で
き
た「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

は
、
30
歳
未
満
の
人
の
場
合
、
本
人
と
そ
の

配
偶
者
の
所
得
が
免
除
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
前
記
の
学
生
納
付
特
例
と
同

じ
よ
う
に
、
年
金
を
受
け
取
る
資
格
を
得
る

の
に
必
要
な
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
の
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
制

度
で
猶
予
を
受
け
た
と
き
も
、
10
年
以
内
は

追
納
が
で
き
ま
す
。

１
回
の
申
請
で
猶
予
さ
れ
る
期
間
は
７
月

か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
で
す
。

保
険
料
の
全
額
・
半
額
免
除

所
得
の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
が
基
準
を

下
回
っ
て
い
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
全
額
ま
た

は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。４
月
１
日
か
ら
、

こ
の
所
得
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
は
、

保
険
年
金
課
窓
口
、
支

所
・
各
出
張
所
で
。
年
金
手
帳
、
印
か
ん
、

（
学
生
納
付
特
例
の
申
請
の
と
き
は
、
学
生

証
、
授
業
料
の
領
収
書
な
ど
、
学
生
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
前
年
所
得
の
分
か
る
も
の
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦

根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　 23　
９
０
３
８
番
、

保
険
年
金
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　22　
１
３
９
８
番

ご
利
用
く
だ
さ
い
、
国
民
年
金
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
学
生

で
、
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に

は
、
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
猶
予
の
申
請
が
社
会
保
険
事
務

所
で
承
認
さ
れ
る
と
、
４
月
か
ら
翌
年
の
３

月
ま
で
の
期
間
が
、
保
険
料
を
払
わ
な
く
て

も
、
年※

金
を
受
け
取
る
資
格
を
得
る
た
め
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
後
で
追
納
で
き
ま
す

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
受
け
取
る
年

金
額
は
、
そ
の
期
間
猶
予
を
受
け
ず
、
支
払

わ
な
か
っ
た
人
と
同
じ
額
で
す
。
し
か
し
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
こ
れ
を

「
追
納
」
と
い
い
ま
す
）。
追
納
す
る
と
、
そ

の
期
間
は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
期
間
と
な

り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
等
の

軽
自
動
車
税
減
免
手
続
き

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
持
つ

人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
や
原
動
機

付
き
自
転
車
な
ど
（
以
下
「
軽
自
動

車
等
」
と
表
記
）
は
、
申
請
に
よ
り

軽
自
動
車
税
の
免
除
（
減
免
）
を
受

け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

次
の
通
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
５
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
な
ど
を
持
っ
て
、
５
月
25
日

㈬
ま
で
に

税
務
課（
市
役
所
２
階
）

ま
た
は
稲
枝
支
所
の
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
減
免
を
受
け
ら
れ

る
人
の
条
件
や
「
軽
自
動
車
等
」

の
範
囲
、
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い

て
は
、
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

②
前
年
度
（
平
成
16
年
度
）
に
減
免

の
手
続
き
を
し
た
人
は
、
３
月
末

に
送
付
さ
れ
た
「
減
免
を
受
け
た

軽
自
動
車
等
に
対
す
る
現
況
報
告

書
」
を

税
務
課
へ
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
報
告
書
送
付
の
時
点
で
、
名

義
変
更
や
廃
車
な
ど
に
よ
り
前
年
度

に
対
象
と
な
っ
た
軽
自
動
車
等
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
は
「
現
況
報
告

書
」
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
新
た

に
所
有
す
る
軽

自
動
車
等
で
減

免
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合

は
、
①
の
方
法

で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
自
動
車
等
は
、
普
通
自
動
車
を

含
め
て
１
人
の
障
害
者
に
つ
い
て
１

台
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
諸
税
証

明
係
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２

０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８

番

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
制
度
の

お
知
ら
せ

「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
在
宅
で
生
活
し
て

い
て
、
い
つ
も
介
護
が
必
要
な
障
害

者
（
児
）
に
、
３
か
月
に
１
回
手
当

を
支
給
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
▼
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で

重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
か
、
絶
対
安
静
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
人

▼
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で

重
度
の
障
害
の
た
め
日
常
生
活

で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

所
得
制
限

本
人
、
配
偶
者
、
同
じ

世
帯
で
の
最
多
収
入
者
の
所
得

が
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
限
度

額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉
課

☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　

１
７
６
７
番

「緑の募金」運動に
ご協力ください

緑の募金は、緑豊かなかけがえのない森林を未来

に引き継ぎ、学校や公園など身近な場所への緑づく

りを積極的に進めるために役立てられています。

身近な緑は、私たちに潤いとやすらぎを与えてく

れます。また、びわ湖の水質を守る大切な役目も果

たしています。

大切な緑を守り育てていくために、皆さん一人ひ

とりの募金へのご協力をお願いします。

募金運動期間

春期　４月１日～５月31日

秋期　９月１日～10月31日

問い合わせ先 農林水産課

☎30-6118、ＦＡＸ24-9676
「緑の募金」マーク

国民年金のお知らせ
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１人で外出することが難しい障害児が、学校と家庭以外

での社会経験を積む機会とするため、保護者が中心となっ

て学童保育を実施しています。

この活動を支えるボランティアを募集します。

〈活動内容〉障害児の介助と療育 〈実施日〉水・土曜日（週

２回）〈時間〉 水曜日14：00～17：00 土曜日13：00～

17：00 〈場所〉 水曜日　甲良養護学校（犬上郡甲良町）

土曜日　 子ども療育センター、 障害者福祉センター
（ともに平田町）〈応募条件〉15歳以上（中学校卒業以上）〈受

付時間〉土・日曜日、祝日以外の8：30～17：15 〈申込・

問い合わせ先〉 障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

さまざまな体験を通じて、自然と触れ合ったり、友達の

輪を広げたり、ときにはじっくり自分を見つめ直したりし

て、未来の自分の発見や豊かな人間関係作りを目指します。

〈実施日・活動場所・内容〉下の表のとおり 〈対象〉市内の

小学５・６年生、中学校１年生で、全講座に参加できる人

〈定員〉40人（申込者多数の場合は抽選）〈参加費〉5,000

円（キャンプ食費、宿泊料など）〈申込期限〉５月11日㈬

（消印有効）〈申込方法・問い合わせ先〉はがきに①氏名

②性別　③学校名・学年　④保護者名　⑤郵便番号・住

所・電話番号を書いて、 教育委員会生涯学習課「彦根熱

中塾」係（〒522-0001 尾末町１-38）☎24- 7971、

FAX23-9190へ

〈内容〉ブラジルやポルトガル語に興味を持っていて、ポル

トガル語の学習を始めたいと思っている人向けの教室です

〈日時〉５月11日㈬～６月29日㈬の毎週水曜日（全８回）

の18：30～19：30 〈場所〉国際交流ミーティングルーム
（市民会館３階）〈対象〉市内に在住・在勤・在学の人 〈定員〉

15人（先着順）〈受講料〉1,000円（教材費）〈講師〉 国

際交流員　田尾ロザーネ 〈申込期間〉４月18日㈪以降

（土・日曜日は除く）の8：30～17：15 〈申込方法・問い

合わせ先〉電話で 市民交流課☎30-6113へ

彦根TMO事業推進協議会（彦根商工会議所）では、中

心市街地商店街の空き店舗を利用して、店舗展開を考えて

いる人を対象に「チャレンジショップひこね」を展開して

います。新規創業を目指す人だけでなく、チャレンジした

店舗で経営を継続できる自信のある人を募集します。

詳しいことは、下記までお問い合わせいただくか、彦根

商工会議所ホームページの募集ページをご覧ください。

問い合わせ先 同協議会（彦根商工会議所内）☎22-

4551、FAX26-2730、http://www.hikone-cci.or.jp/

「かぶらの会」は、キャンプやレクリエーション活動を

通して、子どもたちに仲間づくりや集団活動の楽しさを伝

える高校生のボランティアサークルです。

活動内容　

市内の子ども会などでのレクリエーション指導

教育委員会が主催する「彦根熱中塾」での指導補助

毎月第２・第４土曜日午後の定例会（場所：ひこね市文

化プラザ団体活動室）など

募集対象 市内在住・在学の

高校生

問い合わせ先 教育委員会

青少年課☎24-7971、

FAX23-9190

募　集

高校生ボランティアサークル「かぶらの会」

障害児児童クラブボランティア

ポルトガル語教室（初級）

「チャレンジショップひこね」出店者
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健康管理だより

牧まき

野の

亜あ

美み
ち
ゃ
ん

（
松
原
二
丁
目
）

田だ

瑠る

衣い
ち
ゃ
ん

（
旭
町
）

松まつ

山やま

美み

月づき
ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く

ださい。

5月前半

２日㈪

６日㈮

９日㈪

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、
野瀬、西今、三津、海瀬

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、西今、三津
屋

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、開出今、甘呂、宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月前半】

図書館休館日 ２日(月)、３日(祝)、４日(祝)
５日(祝)、９日(月)

７日㈯

１０日㈫

６日㈮

１１日㈬

１２日㈭

１３日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

５月前半

よ
し
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近
よ
る
な岡おか

治じ
邑ゆう
弥や
さ
ん

（
稲
枝
東
小
学
校
４
年
）

ぼ
く
は
、
一
学
期
の
七
月
ご
ろ
、

と
び
ひ
に
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

三
日
間
学
校
を
休
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ま
だ
治
っ
て
い
な
い
こ
ろ
学
校

に
行
き
ま
し
た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
来

た
の
に
み
ん
な
に
、

「
近
よ
る
な
。
と
び
ひ
が
う
つ
る
。」

と
言
わ
れ
て
、
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
一
週
間
ほ
ど
で
と
び
ひ

が
治
り
ま
し
た
。
や
っ
と
治
っ
た
と

思
っ
た
ら
、

「
と
び
ひ
が
う
つ
る
。」

と
、
ま
た
言
わ
れ
ま
し
た
。
治
っ
た

の
に
な
ん
で
言
わ
れ
る
の
か
が
ふ
し

ぎ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
が
、

「
治
っ
た
。」

と
言
っ
た
ら
、

「
え
ー
っ
。
た
ぶ
ん
う
つ
る
か
ら
近

よ
る
な
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

他
の
人
が
う
つ
っ
た
時
に
は
、
み

ん
な
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
ふ
つ
う
に
話
し
て
い
た
だ
け
な
の

に
、
な
ん
で
ぼ
く
だ
け
は
、「
近
よ

る
な
。」
と
言
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
生
活
が
二
週
間
ち
ょ
っ
と
で

や
っ
と
お
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
お
わ
っ
た
後
、
や
っ
と
み
ん
な

が
ふ
つ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

す
ご
く
く
や
し
く
て
悲
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
い
や
な
思
い
も
し
ま
し

た
。今

日
、
道
と
く
の
時
間
に
、「
む

ね
に
つ
き
さ
さ
る
ひ
と
言
」
の
学
習

を
し
ま
し
た
。
そ
の
人
も
す
ご
く
か

わ
い
そ
う
で
し
た
。
そ
の
人
も
く
や

し
い
思
い
を
し
て
き
た
ん
だ
な
あ
と

思
い
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
ち
ょ
っ
と
デ
ブ
じ
ゃ

な
い
か
ら
、「
デ
ブ
。」
と
言
わ
れ
た

人
の
気
持
ち
は
、
今
ま
で
ぜ
ん
ぜ
ん

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、

そ
の
人
の
気
持
ち
は
、
ぼ
く
と
い
っ

し
ょ
で
く
や
し
く
て
最
悪
だ
と
い
う

気
持
ち
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

く
や
し
い
思
い
は
も
う
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ぼ
く
も
人
の
む
ね
に
つ

き
さ
さ
る
よ
う
な
言
葉
は
、
ぜ
っ
た

い
言
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。選

　
評

ひ
さ
し
ぶ
り
に
友
達
に
会
え
る
と

思
っ
て
来
た
学
校
で
、「
近
よ
る
な
！
」

と
言
わ
れ
、
し
か
も
直
っ
て
か
ら
も

言
わ
れ
続
け
、
ど
ん
な
に
悲
し
く
く

や
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
主
人
公
の
つ

ら
さ
が
人
一
倍
よ
く
わ
か
っ
た
の
で

す
ね
。「
人
の
む
ね
に
つ
き
さ
さ
る
よ

う
な
こ
と
ば
は
ぜ
っ
た
い
言
わ
な

い
。」
と
い
う
決
意
は
、
こ
の
文
章
を

読
む
人
の
心
に
も
、
き
っ
と
広
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

※
学
年
は
、
応
募
時
の
も
の
で
す
。

作
文
・
小
学
生
の
部


